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日本科学未来館 新館長（浅川 智恵子 ＩＢＭ フェロー） 

就任予定について 

 
 

 ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、令和３年４月１日発令にて、日本科学未

来館 毛利 衛 館長の後任として、ＩＢＭ Ｔ．Ｊ．ワトソン研究所 フェロ

ーの浅川 智恵子氏（６１歳）を選任する予定です。浅川氏は館長就任後も、

ＩＢＭ フェローを兼務します。 

 日本科学未来館の概要、浅川氏の抱負および略歴は別紙のとおりです。 

 

＜添付資料＞ 

別紙１：日本科学未来館概要 

別紙２：浅川 智恵子氏の抱負および略歴 
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別紙１ 

日本科学未来館概要 

 

 日本科学未来館は平成１３年（２００１年）に開館し、東京お台場に設置さ

れています。開館当初以来、館長は宇宙飛行士の経験を持つ毛利衛が務めてき

ました。未来館では、「国民一人一人が、人間社会と科学技術の在り方を探り、

文化の形成に果たす科学技術の役割と未来を示唆し合い、語り合い、理解し合

う場」という設立の基本理念に基づき活動しています。 
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別紙２ 

浅川 智恵子氏の抱負および略歴 

＜抱負＞ 

 毛利衛館長の後任として、今から１年後の２０２１年４月１日から、日本科

学未来館の運営を担うこととなりました。皆さまのご支援をよろしくお願い申

し上げます。 

日本科学未来館は、２００１年に東京お台場に開館して以来、東日本大震災

など、いくつもの困難な局面もあった中、着実に発展を遂げ、今や世界的にも

名前を知られる存在となっています。未来館は来年度（２０２１年度）から、

次の１０年間の長期ビジョンに向けた計画期間に入ります。来年４月から館長

として、その１０年間のかじ取りを任される立場となりました。私が館長とし

て、就任後取り組みたいと考えていることが、２つあります。 

第一に、「誰一人取り残さない」社会の実現に、科学技術を通して貢献する

ことです。２０３０年はＳＤＧｓ達成の目標年です。ＳＤＧｓの重要な目標は、

「誰一人取り残さない、ダイバーシティ（多様性）を大切にするインクルーシ

ブな社会の実現」です。私自身、女性でかつ視覚に障がいを持つというダイバ

ーシティを自分の強みに変え、これまでアクセシビリティの研究開発に取り組

んできました。これにより、微力ながらこうした価値観を日本だけでなく、世

界の方々にご理解いただくきっかけ作りに寄与できたのでは、と感じています。

未来館の館長として、これまでの研究をさらに発展させ、館内において新たに

研究室を設置し研究を展開することで、女性や障がいを持つ方々、そしてあら

ゆる年齢層の方々にとって来館しやすい環境づくりに尽力していきます。 

第二に、Ｓｏｃｉｅｔｙ ５．０が進展する中で、未来館自身をその実験場と

することです。２０３０年に向け、ＡＩの技術が交通や住宅などの身近なもの

と融合し、社会のデジタル化はますます進化するでしょう。これまで、世界の

テクノロジーをリードするＩＴ企業で最前線の研究活動に従事しており、特に

この６年間は多国籍なメンバーと共に海外を拠点として研究を推進してきまし

た。こうした経験をベースに、未来館が、インクルーシブな未来社会をいち早

く体験し、社会に実装する道筋を皆さまと共に構想する場となれるよう、展示

や情報発信などのさまざまな活動に、全力で取り組んでいきたいと思います。 

館長就任までの１年間において、２０３０年までの長期ビジョンを描いてい

く中で、未来館の進むべき道を示していきます。 

 新しい未来館にぜひご期待ください。 
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＜略歴＞ 

 

浅川 智恵子（あさかわ ちえこ）６１歳 

 

 

ＩＢＭコーポレーション、ＩＢＭ フェロー 

ＩＢＭ Ｔ．Ｊ．ワトソン研究所 

ＩＢＭ 特別功労教授、カーネギーメロン大学 

  

ＩＢＭ Ｆｅｌｌｏｗ， Ｔ．Ｊ． Ｗａｔｓｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｅｎｔｅｒ，  

ＩＢＭ Ｒｅｓｅａｒｃｈ 

ＩＢＭ Ｄｉｓｔｉｎｇｕｉｓｈｅｄ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ，  

Ｃａｒｎｅｇｉｅ Ｍｅｌｌｏｎ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

 

小学校時代にプールでの怪我がもとで徐々に視力が衰え始め、中学２年生の時

に失明。大学卒業後日本ライトハウスでプログラミングを学ぶ。 

１９８５年 日本アイ・ビー・エム株式会社（日本ＩＢＭ） 東京基礎研究所に

入社 

１９９２年 日本語デジタル点字システムを開発 

１９９７年 史上初の実用的な音声ＷＥＢブラウザ、ＩＢＭ ホームページリー

ダーを開発 

１９９９年 厚生労働大臣賞 

２００４年 東京大学 大学院工学系研究科 先端学際工学専攻 博士課程修了、

博士（工学）取得 

２００９年 日本ＩＢＭでは史上３人目のＩＢＭ フェローに就任 

２０１１年 文部科学大臣表彰 

２０１２年 ＩＣＴ超高齢社会構想会議 構成員（総務省） 

２０１３年 紫綬褒章 

２０１４年 米国カーネギーメロン大学 ＩＢＭ 特別功労教授に就任 

２０１６年 ２０２０ワールド・ロボット・サミット実行委員会諮問会議（経

済産業省） 

２０１７年 視覚障がい者の屋内ナビゲーション技術Ｎａｖｃｏｇを発表 

２０１７年 米国Ｎａｔｉｏｎａｌ Ａｃａｄｅｍｙ ｏｆ Ｅｎｇｉｎｅｅｒ

ｉｎｇ メンバー 

２０１８年 米国ＩＢＭ Ｔ．Ｊ．ワトソン研究所に移籍 

２０１９年 全米発明家殿堂入り 

２０２０年 米国盲人協会 ヘレンケラー・アチーブメント・アウォード 

２０２０年 視覚障がい者のためのナビゲーションロボット、ＡＩスーツケー

スを発表 


